
県西部に広く自生する

【問い合わせ先】

（主に磐田市・袋井市・森町）　

（掛川市・菊川市・御前崎市）

　

（湖西市）

　

・「アツミゲシ」とも呼ばれる
・3月下旬頃から自生がみられる
・特徴は、葉が茎を抱き込むよう
に付いている。つぼみや果実（け
しぼうず）は毛が少なく、つるっ
としている。

県内では毎年４月から５月にかけて、麻薬（あ
へん）の原料となる「不正けし」の自生が確認
されています。
不正大麻・けしを許可無く栽培していた場合、
法により処罰を受けることがあり、観賞用とし
て栽培している場合も処罰の対象となります。

判別ができない場合は、画像添付の上、メールにてご相談いただけます

近年は事例は少ないですが･･･鑑賞用とし
て栽培された事例があります

果実 葉の付き方

八重咲きの
花を咲かせる
ものが多い


